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　東日本大਒ࡂからの෮興再ੜ、ਫ֐ඃࡂ事業
者の෮興෮چ支援に加えて、新型コロナウイル
ス感染症が拡大した令和２年度は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大のӨڹを受けている事業
者への支援を最༏先に、本෦職員の一෦を営
業ళ・支ళにਵ時೿ݣするなどの応援ମ制を੔
え、増大する保証申ࠐに対応した。その結果、
保証承୚の件਺・金ֹはともに前期の４ഒにୡ
し、保証債務࢒高も２ഒにまで増加した。県内
の中小企業等は、経営者の高ྸ化、਒ࡂに൐う
ഇ業の進行、෮興ध要のピークアウトというٳ
状況の中での新型コロナウイルス感染症の拡
大により、業੷の悪化や資金繰りに支োを来
し、๏的੔理やٳഇ業など事業ܧ続を断念する
事業者の増加、ͻいては地域経済の地൫௜下、
ർฐが懸念される。पғの金融機関から当協
会に、ʮこれまで以上に踏みࠐんだ੓෎ܥ、ຽ
間の金融機関間の連携や対応が必要ではない
かʯ、ʮط存の࿮組みを見௚すなど、関係機関が
できることを集໿、かつ連携して力を発شして
いくことがٻめられるのではないかʯといった
੠がಧいていた。そのような੠を踏まえ、前出
の連携協定のక結、その後、連携協議会を設立
するにࢸるが、以下、その۩ମ的な活動、今後
の方向性などを紹介させていただく。

��̍ɽ͸͡Ίʹ

　令和３年９月1�日、当協会がض振り役となり、
県内に本ళを置くຽ間金融機関、੓෎ܥ金融機
関、中小企業再ੜ支援協議会（現ɿ中小企業活
性化協議会）、当協会の22機関、東日本大਒ࡂ
事業者再ੜ支援機（#&$3）ߏ、෱島県の２つの
アυόイβリー機関により、ʮ෱島県内における
中小企業・小ن໛事業者、೶ྛړ業者の経営支
援に関する連携協定ʯをక結し、新型コロナウ
イルス感染拡大のӨڹを受ける県内の中小企業・
小ن໛事業者（以下、ʮ中小企業者等ʯという。）
の経営を支援するため、地域の金融機関の総意
が結集された。క結ࣜには、ࢀ加機関のトップ
が一堂に会し、会৔のஃ上から事業者の方々に
対し、県内のこれだけ多くのຽ間金融機関と੓
෎ܥ金融機関等が一ମとなった活動をしていく、
支援していくという強いϝッηーδを発信した。
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続く中、県内事業者の経営安定のため、県内の
事業者支援に関わる137の機関・ஂମにより設
立されたʮオール;くしま中小企業・小ن໛事
業者経営支援連བྷ協議会ʯ（以下、ʮオール;く
しまʯという。）（事務ہɿ෱島県）が現存する。

��ɽίϩφՒʹ͓͚Δؔؔػ܎ͷ連ܞ
　　 ͷ͋Γํݕ౼会

ʢ̍ʣݕ౼会ͷ্ཱͪ͛
　令和２年 1 月末に࢝まったコロナ禍の中で、

ʮ資金繰り支援のϑΣーζから、Ωϟッγϡϑ
ローを増加させるための本業支援、ϙストコロ
ナを見ਾえたϏδωスϞσルの見௚しや事業ߏ
଄の再ߏங、さらには関係機関が連携しての事
業者の経営に踏みࠐんだ支援が必要ʯというߟ
えの下、当協会がض振り役となり、金融機関の
経営支援෦໳の方の協力をಘながら、関係機関
間が連携しての経営支援、どのような連携がで
きるかをݕ౼するための会議ମをつくろう、と
いうことになった。
　ところで෱島県内における事業者を支援する
連携ମ制は、ฏ੒ 2� 年�月、਒ࡂ後のೋ重債務
への対応や経営改善、事業再ੜ支援のために設
立された ň෱島県中小企業支援ωットワーク会
議ŉ（以下、ʮωットワーク会議ʯという。）（事務ہɿ
෱島県及び当協会）、ฏ੒ 27 年 1� 月、਒ࡂに
よるඃ֐に加え、෩ධなどにより厳しい状況が
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　ωットワーク会議は、県内に本支ళを置く金
融機関及び金融支援をओମとした支援機関、国、
県を中心に、経営改善支援や事業再ੜの目線合
わせ、そのスΩル向上やڥ؀の੔備を目的とし
ており、中小企業施策のप知、ڞ༗を深めるた
め、本෦関係෦ॺを中心とした連携に重きを置
いたωットワークをܗ੒している。オール;く
しまは、県内の金融機関、঎޻会議所、঎޻会、
੫理࢜会、中小企業਍断࢜など経営支援を行う
支援機関によりߏ੒され、単ಠでは経営改善支
援がࠔ難な事業者に対して、関係機関が連携し
てݸผの事業者への支援に取り組む経営支援事
業である。
　金融ிのʰ金融行੓方針 2�2� （ɦ令和２年̔
月 31 日෇金融ி公表）においても、ʮ金融機関
の現৔職員の間で、地域・組৫を௒えて事業者
支援のϊウϋウをڞ༗する等の仕組みを支援し
ていく。ʯとしており、事業者支援に向けたମ
制強化や行職員の連携がٻめられていると認ࣝ
した。今こそط存にも増した踏みࠐんだ対応、
関係機関の連携や協力・協ಇを、ط存の࿮組み
をӽえ、関係機関ができることを集໿、連携し
て力を発شする。信用保証協会としても経営支
援や関係機関との連携に力を入れてきた実੷、
ϊウϋウを活かすとき。そのような૝いが今回
の行動のきっかけとなった。ʮωットワーク会
議ʯやʮオール;くしまʯといったط存の組৫
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中小企業活性化協議会）を加えて開催すること
とした。
　２回目はʮコロナ禍における経営支援のあり
方ݕ౼会ʯを正໊ࣜশとして、会議を開催した。
事前に議題をఏ示、回౴を集໿し、各機関の
現状をڞ༗することでその後の展開を໛ࡧす
ることとした。ఏ示した議題は、ᶃ融資状況、
Ϟχタリンάମ制、経営支援策の実施状況につ
いて、ᶄ金融支援、本業支援、事業再ੜ等の課
題について、ᶅ関係機関における連携について

（連携方๏、Մೳ性やൣғ）とし意見ަ׵を行っ
た。
　本ݕ౼会にて行ったʮ業況・業੷改善が見通
せない先に対する見ۃめの方針ʯについての意
見ަ׵では、ʮج準はέースόイέースʯ、ʮ見
したがਓ౼ݕめ強化のための෦ॺ立上げもۃ
繰りが難しいʯ、ʮ職員の支援スΩルのҭ੒が重
要ʯ、ʮコロナ前からྑくない先も多いが、੾り
ࣺてるわけにもいかͣ、関係機関間の情報ަ׵
が重要になってくるʯといった意見が出され、
現৔Ϩϕルのωットワークの重要性も改めて
認ࣝできた。また、ʮόンクϛーςΟンάもあ
るが、その前にฏ৔で議論できる৔、決めるよ
りはߟえる৔が必要。その中で情報のඇ対শ性
をຒめていくʯ、ʮ公的な支援機関を金融機関が
活用しきれていない໘もありษ強会の開催は
༗益であるʯ、ʮਓ材ҭ੒、特にएい実務者のҭ
੒を県全ମとしてߟえられれ͹いいʯといった
連携の方向性について前向きな意見も多く出
された。
　３回目は、前回の意見ަ׵を踏まえ、ษ強会
をやってみよう、ということで、঎޻組合中ԝ
金ݿによる事ྫ紹介と日本੓策金融公ݿの資本
性ྼ後ローンの説明を受け、࣭ٙ応౴、意見ަ
により知見を深めた。ษ強会の後には、今後׵
についての議論も行い、支援の進め方や認ࣝを
༗できる࿮組み、制度や補ॿのఏ言、ϑΝンڞ
υやαーϏαーの創設や活用等のݕ౼、地域間
の連携や本支ళ間、世代間の目線合わせをਤる
仕組み、ษ強会やηϛナー等の開催のݕ౼など
に向けて、知見やϊウϋウのڞ༗及び஝積を目
。すこと、などの意見で一கしたࢦ

を活用するか、もしくはผ組৫をߏஙするか、
存の࿮組みにとらわれط、を行った結果౼ݕ
ͣ、コロナ禍での事業者支援の後ԡしができる
新たな連携のܗを目ࢦそう、ということでʮコ
ロナ禍における関係機関の連携のあり方ݕ౼
会ʯ（以下、ʮݕ౼会ʯという。）を立ち上げる
にࢸった。
会の趣旨としては、ᶃ各金融機関の現時౼ݕ　
点でのߟえ方、今後の方針、໰題点や課題をڞ
༗し、連携してԁ׈な事業者支援を進めること、
ᶄそのための本業支援、経営改善支援、事業再
ੜ支援等෯޿い対応について知見の結集及びϊ
ウϋウのڞ༗をਤること、ᶅ関係機関のみなら
ͣ、その機関の本支ళ間や実務Ϩϕルでの目線
合わせ、実行力を発شするための意ࣝのৢ੒を
ਤること、をܝげ、令和２年1�月にݕ౼会のlଧ
ち合わせ z というܗで事実上、立ち上げにこ͗
つけることができた。

ʢ̎ʣݕ౼会Ͱͷ࣮ࢪ಺༰ɺҙݟ
　初回のଧち合わせには、地元３行、県信金
協会会長信用金ݿ、県信組協会会長信用組合、
෱島県、当協会の̓機関がࢀ加。立ち上げの
趣旨の説明、コロナ禍における資金ध要の現
状についてのڞ༗、事業者支援の連携につい
ての意見ަ׵を行った。会議の中では、ʮ連携
のあり方やこの連携ମの趣旨にࢍ同するʯ、ʮい
ろいろなہ໘における事業者支援のための連
携はもちろんのこと、金融機関や支援機関間
のଞ、ݸผ案件や୲当者同࢜の連携も深まれ
͹いいʯ。また、ʮ会議ମがओମではなく、現
৔Ϩϕルが行動できるʯʮ連携を実感できる
ようなܗも期待するʯという意見が出された。
また、ʮϝイン金融機関の立৔では動けͣ、２
൪ख、３൪खの金融機関が৚件変ߋの必要性
を感じても、ݸผの対応になってしまってい
るέース等もあるので、そういうことが起き
ないような連携、全ମ感や事業者のための連
携となっていくことになれ͹いいʯという意見
もあった。これらを踏まえ、次回以降はϝン
όーを拡大し、੓෎ܥ金融機関の日本੓策金
融公ݿ（෱島支ళ）、঎޻組合中ԝ金ݿ（෱島
支ళ）、෱島県中小企業再ੜ支援協議会（現ɿ
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��ɽ෱ౡݝ಺ʹ͓͚Δதখۀاɾখن
　　 ໛ऀۀࣄɺ೶ྛਫऀۀ࢈ͷܦӦࢧ
　　 ԉʹؔ͢Δ連ܞ協ఆ

ʢ̍ʣ連ܞ協ఆక݁
　３回にわたり議論、ษ強会、意見ަ׵を行っ
てきた経աを踏まえて、県内事業者の経営支援
に向けた࢟勢をより઱明にଧち出すため、令和
３年９月 1� 日、ࢀ加機関の総意により、機関間
を相互ԣ断的に取り組むためにʮ෱島県内にお
ける中小企業・小ن໛事業者、೶ྛਫ産業者の
経営支援に関する連携協定ʯをక結した。この
連携協定は、協定ࢀ加機関が相互に༗する機ೳ
や情報をఏڙし、現ڥ؀下における県内中小企
業者等が๊える課題の解決に向けて、一૚の連
携をਤることにより地域経済の安定をਤること
を目的としている。なお、協定の対৅者に l ೶
ྛਫ産業者 z がؚまれているのは、連携する金
融機関の取引先には೶ྛਫ産事業者も多く、さ
らには中小企業者等と೶ྛړ業者との༗機的に
連携することで、経営資ݯの༗効活用の促進、
中小企業者等及び೶ྛړ業者の経営の改善に資
することが期待される中、೶ྛړ業者に対する
知見の結集やϊウϋウのڞ༗、支援の意ࣝৢ੒
も必要とߟえた結果である。

ʢ̎ʣ連ܞ協ఆͷ಺༰
　連携協定の目的は、金融໘をओମとした支援
に関わる支援機関において、ᶃその機関間の໰
題意ࣝのڞ༗、ᶄ۩ମ的な施策や事ྫのڞ༗、
ᶅ各機関の現৔の支援意ࣝのৢ੒、これらによ
り、当事者間の۩ମ的案件がスϜーζに進行し、
解決にܨがること、それがこの連携協定による
効果、期待できること、とߟえている。
　協定ࢀ加機関が目的をୡ੒するため、連携の
内容は、以下の事項について相互に協力を進め
ていくことした。

ᶃ経営改善支援に関すること
ᶄ事業計画の策定支援に関すること
ᶅ資金ௐୡや資金繰り支援に関すること
ᶆ事業再ੜ支援に関すること
ᶇϏδωスϚッチンά等本業支援に関すること
ᶈ൐૸支援や資本性ྼ後ローンなど関係機関

の新型コロナの制度を࣠とした協ௐ支援に
関すること

ᶉ関係機関のݸผ連携の支援に関すること
ᶊそのଞ県内中小企業者等の支援に関すること

以上の 8 つをܝげている。
　実施ମ制としては、ԁ׈な実施に向けて、ݕ
౼会を引き続き活用していくこととし、協定ࢀ
加機関は県内に本ళを置くຽ間金融機関、੓෎
金融機関、中小企業再ੜ支援協議会（現ɿ中ܥ
小企業活性化協議会）、当協会の 22 機関でߏ੒、
東日本大਒ࡂ事業者再ੜ支援機ߏ、෱島県にア
υόイβリー機関としてࢀ加していただいた。
　議論の৔となる議ମについては、連携内容の
ԁ׈な実施に向けて、現ࡏのݕ౼会をʮ;くし
ま経営支援連携協議会ʯに発展させ、県内金融
機関を中心とした地域の関係機関が連携するこ
とで、事業者に対するԁ׈なαϙートを進めてい
くこととした。なお、事務ہは、連携協定と同༷、
当協会が୲うこととなった。
　۩ମ的な活動としては、３カ月程度に１回、対
໘、オンラインで協議会を開催する。加えて、協
定ࢀ加機関の行職員がࢀ加できるษ強会や意見ަ
、もਵ時開催することも念頭に置いた。２つ目は׵
4/4 のάループを立ち上げ、協定ࢀ加機関の行職
員間でのωットワークをܗ੒することで、機関の
֞ࠜを௒えた自༝な意見ަ׵や情報ఏڙをできる
ようにしていく。３つ目は、協定ࢀ加機関が協力
してのイϕントとして、まͣはʮ事業者支援のた
めのγンϙδウϜʯを開催する。それを契機とし
て、それぞれの機関や連携して行うϏδωスϚッ
チンάや঎ஊ会について、連携協定や連携協議
会が連携または協ࢍというようなܗで関わりを
加機関と事業者の関係性を高めࢀ、つことで࣋
るための機会創出をݕ౼していきたいとߟえた。

��ɽ;͘͠·ܦӦࢧԉ連ܞ協ٞ会

　令和３年 11 月 22 日、県内に本ళを置くຽ間
金融機関、੓෎ܥ金融機関、中小企業再ੜ支援
協議会、当協会にてక結したʮ෱島県内におけ
る中小企業・小ن໛事業者、೶ྛړ業者の経営
支援に関する連携協定ʯにͮجき、ݕ౼会をʮ;
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l連携協議会zにҥସえをして、その中で当初の
目的にরらした活動を۩ମ的に進めていく、と
いう理解とࢍ同をಘることができた。ただしこ
れには、事務ہとなる当協会にとって、通常業
務との੗み෼けやਓ事異動、෦ॺԣ断的な連携
など、この仕組みのҡ࣋のためにݕ౼す΂き課
題はগなくなかったが、とにかくやってみるし
かない、とׂり੾ってのスタートとなった。

くしま経営支援連携協議会ʯへ l 格上げ z、連
携協定の後ろ६としてܧ続的な実行෦ୂとして
活動していくことを決定した。
　この協議会設立にあたり、連携協定の内容を
実行するためのʮ活動฼ମʯとҐ置෇け、協定
書の内容にԊったن໿を制定した。事務ہは、

ʮ連携協定ʯと同༷に、信用保証協会が୲い、
また、事務ہ運営をスϜーζに進めていくため、
事務ہの഑下にʮ運営委員会ʯを設置し、連携
協議会の日程ௐ੔などの開催事務や議題のݕ౼
を行うこととした。運営委員会のϝンόーは、
当初のʮଧち合わせʯࢀ加機関をओମに̔機関
によりߏ੒。今後、安定した活動をܧ続してい
くために定期的な開催をఏ案、協議会後ˠ議事
内容のڞ༗ˠ運営委員会ˠ議題のఏ案ˠ議題の
回౴の事前ڞ༗ˠ協議会開催を３カ月の中で進
めることとした。会議のスパンについては、６
カ月ʙ１年では、ʮ目的意ࣝが࡟がれるʯ、ʮス
ピーυ感がܽけるʯ、また１ʙ 2 カ月ごとでは、
議題の੔理や会議の設営のための時間がෆ足す
ることなどから３カ月ごとに開催することとし
た。ࢀ加機関からは、連携協定をక結して、۩
ମ的な経営支援に向けてオール෱島で取り組ん
でいかなけれ͹いけない、という૝いの下で、
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��ɽίϩφՒʹ͓͚Δࢧऀۀࣄԉͷ
　　 ͨΊͷγϯϙδ΢Ϝ

　長引くコロナ禍の中、当協会役職員の中にお
いてかͶてより、෱島県内の中小企業者等への
事業者支援の一؀として、事業者と関係機関が
一ମとなったイϕントを開催することでコロナ
えが๲らߟ෰の機運ৢ੒をਤりたい、というࠀ
んでいた。令和３年９月の連携協定క結、同
年 11 月の連携協議会発足にあたり、ࢀ加機関
の一ମ感創出、ࢀ加の意ٛを高める、といった
効果も期待して、当協会がこのγンϙδウϜ開
催をఏ案した。県内事業者のほか、連携協議会
等関係機関が一ؙとなってコロナ禍を৐り੾る
ための一ॿとすることを大きな目的の一つとし
て、令和４年１月の開催に向けて準備を進める
こととなった。
　γンϙδウϜのςーϚはʮϙストコロナに
おける事業者支援ʯ、対৅を県内中小企業・小
業者、金融機関、支援ړ໛事業者及び೶ྛن
機関とした。֯野વੜ中企ி長׭のجௐ講ԋ、
県内２事業者からコロナ禍における取り組み
の紹介、最後に金融機関、෱島県よろͣ支援
加していただき、パωルσΟスカッࢀ点にもڌ
γϣンの展開を行い、コロナ禍の中、81 ໊（オ
ンラインࢀ加者は除く）が会৔にࢀ加いただい
た。
　後日、会৔ࢀ加者、関係者からは、ʮपғの
൓ڹが大きかったʯ、ʮ今後の関係機関の事業者
支援のप知、アピールするためにもこういう連
携の৔が必要ʯ、ʮ今後もその時々のςーϚに合
わせて開催できれ͹いいʯ、ʮϝσΟアにも取り
上げられるということはやりがいがあるʯ、ʮ金
融機関間で協力しながら発信できれ͹いいʯ、

ʮ経営者のੜの੠をௌくことができたことはい
いことʯ、といった前向きな意見を多くいただ
いた。イϕント開催にあたっての課題も見えた
が、イϕント等により連携協議会や関係機関
間の連携、経営支援意ࣝなどについて、प知、
13、意ࣝのৢ੒ができる機会を設けることは、
今、ٻめられていること、と感じた。

ྩ࿨�೥�݄��೔
ʮίϩφՒʹ͓͚ΔࢧऀۀࣄԉͷͨΊͷγϯϙδ΢Ϝʯ
ύωϧσΟεΧογϣϯͷ༷ࢠ

��ɽ連ܞʹΑΔࢧऀۀࣄԉͷͨΊʹ

　l 連携して取り組む z だけではなく、連携協
定としてక結したϝリットとして、ᶃ中小企業
者等の方々に、県内のこれだけ多くのຽ間金融

ಛू　΢ΟζίϩφɺΞϑλʔίϩφʹ͚ͨ޲信用保証協会ͷଟ༷ͳऔΓ૊Έ
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ϝイン金融機関とଞ金融機関との協ௐ融資や金
融支援などの連携をԁ׈に進める上で、連携協
定が心強い取り組みとなるものとߟえる。また、
ൢ࿏拡大やϏδωスϚッチンάなどの機会にお
いて、中小企業者等のબ୒ࢶも޿がることが期
待される。ྫ え͹ক来的には、೶ਫ産෺、日本ञ、
༌出などのイϕントによるൢ࿏拡大までにも展
開することができれ͹、といったເも޿がる。
　県内金融機関は、今回のݕ౼会の立ち上げ以
前から、੓෎の事業者支援施策にͮجき、੓෎
・機対応融資や実࣭ແར子ة金融機関によるܥ
ແ୲保融資をはじめ、ຽ間金融機関も連携して、
Մೳなݶりの金融໘の支援を行ってきている。今
後、ϙストコロナにおける資金繰り支援、本業
支援、金融支援というϑΣーζにおいて、連携協
定、連携協議会の実効性を高め、ݸผの中小企
業者等支援にも活かしていくことができるものと
。えているߟ
　कൿٛ務、ݸਓ情報保ޢの؍点では、連携の
関係性ҡ࣋が難しいこともあるが、この連携は、
ผ中小企業者等の支援というよりも、連携機ݸ
関間の支援ϊウϋウのڞ༗や向上を中心に૝定
している。Ծにݸผ中小企業者等の支援を進め
る৔合には、連携協定の中で定めるकൿٛ務
の取りѻいにଇり、事前に中小企業者等の方か
ら承୚をಘるなどして協議を進めることとなる。
कൿٛ務については、協定書の中で以下のとお
り定めている。
ᶃ　طに公知となっている情報を除き、本協定

にͮجく業務連携において知りಘた情報を
業務連携上必要なൣғにおいてのみ࢖用し、
相ख方の承୚なく第ࡾ者に開示または࿙Ӯ
してはならない。

ᶄ　それぞれの金融機関は、関༩先県内中小企
業者等に係る情報及びݸਓ情報をఏڙする৔
合、自らの੹任において、事前に中小企業者
等から承୚をಘるなど必要なख続きを行うも
のとする。

　今後は、連携協定క結機関以֎の機関でも、
当֘連携の趣旨、目的を理解いただき、連携ମ
へのࢀ加により連携の࿮組みが޿がっていくこ
とも期待している。
　当協会が事務ہとなったഎܠとして、連携機

機関と੓෎ܥ金融機関が一ମとなった活動をし
ていく、支援していくという強いϝッηーδを発
信できる機会ができたこと、ᶄより۩ମ的には、
෱島県内のຽ間金融機関と੓෎ܥ金融機関が連
携して、ڞ通の中小企業者等の経営改善計画の
策定支援や計画Ϟχタリンάを行うほか、新ن
融資や、資本性ྼ後ローン、৚件変ߋなど、金融
におけるさまざまなख๏、৔໘での連携により、
ԁ׈な資金څڙや協ௐ支援を行っていくことを
Մೳとする、ᶅまた、ϏδωスϚッチンάの෼野
でもఏ携することにより、それぞれの金融機関が
つωットワークを活用した中小企業者等のൢ࿏࣋
開୓が期待できる、ᶆそして、定期的に行うʮ協
議会ʯでの支援方๏等の意見ަ׵や、地域・業
種、業界動向のڀݚの৔としてษ強会等を開催
し、事業者支援の実効性を高めるとともに、それ
ぞれ金融機関の職員のਓ材ҭ੒にもつなげてい
きたい、といったことをڍげている。
　連携を通じてそれぞれの関係機関には、ᶃ۩ମ
的な取り組みは今後の協議の中でগしͣつܗにし
ていくことになるが、ࠔっている事業者のために

ʮ連携してʯԿができるか、それぞれの金融機関
がより一૚、連携、取り組みの意ࣝを高めていく、
ᶄ自らの金融機関の事業者支援における੒ޭ事ྫ
などがあれ͹、ڞ༗していき、県内全ମの経営支
援ϊウϋウの向上に相互協力していく、ᶅそして、

ʮ地域のためʯに、どのようにܧ続させていくか、
を一ॹにߟえていく、こういったことをお互い期
待している。
　各機関間においても連携協定をక結していると
ころがあるが、当֘連携協定との関係性、Ґ置ͮ
けとして、協定、֮書等、ଞの契໿をక結してい
る৔合は、ଞの契໿の定めが༏先する。ଞの契໿
を๦げるものではなく、それぞれの連携が、より経
営支援の実効性向上にܨがるものとߟえている。
　中小企業者等にとってのϝリットとしては、関
係機関それぞれが、ᶃ知見の結集及びϊウϋウ
のڞ༗、ᶄ支援に本気で取り組む意ࣝのৢ੒、
ᶅ経営支援に取り組む行職員のωットワークܗ
੒することにより、中小企業者等の皆さまに対し
て、ै来にも増した経営支援αーϏスのఏڙが
Մೳになること、ྫえ͹、中小企業者等が新ن
融資ௐୡ、返済৚件見௚しなどの機会において、
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ผの活動についての課題は多い。ʮ連携ମの࿮ݸ
組みを活かして、どのように動いていくかʯ。ʮこの
連携をܧ続していくためには、各機関が๊える課
題に対して、連携協議会はԿができるかʯ。また、

ʮ連携協議会にԿをٻめるかʯ、ʮ連携協議会がٻ
められていることはԿかʯをؚめた意見も੔理し
ていく必要がある。とはいえ、課題に対する議論
を繰り返すだけでは、ݸผの中小企業者等へのス
ピーυ感を࣋った支援はෆ足しかͶない。協議会
といった議論の৔に加え、ษ強会、事ྫݚम会
を地۠ผ、世代・୲当業務ผなどを、機動的に、
定期的に開催していくことが、中小企業者等支援
の意ࣝのৢ੒にはෆՄܽであろうとߟえている。
　令和４年度の最初のଧち合わせ（運営委員会）
では、࣋ちدり議題、運営委員会の開催による
日程、議題の決定、発信、集໿、協議会開催の
進め方を決定した。連携機関の行職員に向けた
ษ強会等を、世代や業務、地域を෯޿に設定し、
課題の۷り起し、ࡏݦ化・ڞ༗していくことで、
この連携を下支えしていく。෱島県は地域が޿
く、ਵ時、対໘での開催は難しい。地域を෼け
て、਎近な課題に、できることから実施するな
どにより、この連携に関わる金融機関、支援機
関、その行職員Ŋ そして県内の中小企業者等に
対するプϨθンスを高めたい。

　令和４年４月１日、෱島県中小企業਍断協会
の中にʮ;くしま地域൐૸支援ηンターʯが立ち

関間の支援ϊウϋウのڞ༗や向上を第一ٛにߟ
えており、それぞれの金融機関と中立的な立৔、
公的機関である信用保証協会が事務ہの機ೳを
୲うことがద当、ということがある。ݸผの中
小企業者等からの相ஊということであれ͹、信
用保証協会との取り引きがなくとも、おࠔりの
中小企業者等の方がいれ͹、相ஊ会や各૭ޱな
どにおいてさまざまな支援がՄೳとߟえている。
　アυόイβリー機関である東日本大਒ࡂ事業
者再ੜ支援機ߏや෱島県の役ׂとしては、今後
の協議会やイϕント等に関༩していただき、ݕ౼
内容をڞ༗することで必要、༗効なアυόイスを
いただくことを૝定している。

��ɽޙࠓͷ׆ಈ

　令和３年度に連携協定క結、連携協議会の立
ち上げ、２回の協議会開催とγンϙδウϜを開
催することができたが、年度をލいだ期間にお
いては、୲当者の異動もあり、運営事務ہであ
る当協会内の引き͗ܧに時間を要し、ଧち合わ
せ（運営委員会）や協議会など、予定どおりの
進め方ができなかった。
　議題の࣋ちدり、ษ強会や事ྫڀݚの題材の
集໿、行職員によるάループ（ωットワーク）の
੒、ϏδωスϚッチンάや঎ஊ会（本業支援）ܗ
への関わり方など、総論では合意がಘられるが、

ʮ൐૸ࢧܕԉʹ܎Δแׅతۀ຿連ܞ協ఆʯͷ連ܞΠϝʔδਤ

ಛू　΢ΟζίϩφɺΞϑλʔίϩφʹ͚ͨ޲信用保証協会ͷଟ༷ͳऔΓ૊Έ
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上げられた。同月̔日には、東日本大਒ࡂに
より厳しい経営ڥ؀にある中小企業者等に対
して l オール෱島 z でαϙートするためฏ੒ 27
年 1� 月に設立したʮオール;くしまʯの協定
機関を活用した連携による新たな支援スΩーϜ

ʮ൐૸型支援に係るแ括的業務連携協定ʯが、
当協会をؚむ支援機関̓ஂମによりక結され
た。ʮ;くしま地域൐૸支援ηンターʯは、当
֘連携協定にͮجく活動の（協定機関の支援の
仕組みの活用により）後ろ६となり、క結機関
とオール;くしまが連携して、オール;くしま
を活用した案件のϑΥローアップに౒めること
が期待されている。
　令和４年３月、੓෎からコロナ資金繰り資金
のܧ続、中小企業のऩ益力改善、事業再ੜ、再
チϟϨンδを促す総合的な支援策をまとめた

ʮ中小企業活性化パッέーδʯが発表された。
当協会は、創業支援や経営支援業務に力を入れ
てきており、中小企業਍断協会と連携しながら、
専໳Ո೿ݣによる経営਍断や経営改善計画策定
支援に取り組んできたが、経営ڥ؀が大きく変
化している中にあって、中小企業者等が自立し
て੒長できるよう、経営改善や経営ֵ新などに
各支援機関が連携して൐૸支援していくことが
ඇ常に重要であり、地域の活性化にܨがるもの
と期待をしている。当協会としては、金融機関
等との連携協定と൐૸型支援に係る連携協定の
ݙߩ౉し役として金融と経営の一ମ的支援にڮ
していきたいとߟえている。

ʮ൐૸ࢧܕԉʹ܎Δแׅతۀ຿連ܞ協ఆʯక݁ࣜ
ӈ͔Β�൪໨͕౰協会ിརߦ会長

��ɽ͓ΘΓʹ

　連携協定、連携協議会の࿮組みのߏஙはでき
たが、ʮ෯の޿い໰題や課題に対して、議題の
の題材の集໿をしڀݚり、ษ強会や事ྫدち࣋
ていくʯ、ʮ目的やΰール、੒果をどうଊえるかʯ、

ʮ連携をどのように保っていくかʯ、ʮਓ的な໘
をؚめたコストはどうするかʯ、ʮ機関間や自ଞ
組৫間のར֐関係をどう৐りӽえるかʯ、ʮ支援
やイϕントのϨϕル感や定ٛをどうҐ置෇ける
かʯなど、総論各論においてさまざまなোนが
ある。当協会内෦においても、本෦内、営業ళ・
支ళもרきࠐみ、ϙストコロナを見ਾえた経営
支援、関係機関間の連携によりٻめられる事業
者支援にܨげることができるかは大きな課題の
一つでもある。
　当協会では、令和３年度、県内６カ所の営業
ళ・支ళに経営支援ࣨの職員を഑置し、改めて
経営支援ମ制を強化した。本෦の経営支援ࣨ所
ଐでありながら現地にۈ務する、というମ制に
より、本支ళが一ମとなっての経営支援の意ࣝ
ৢ੒をਤっている。このମ制により、ᶃ中小企
業者等に対する経営支援のڑ離を縮めること
で、情報のඇ対শ性の解ফ、そして޿大な県域
をカόーする、ᶄ営業ళ・支ళの経営支援に対
する意ࣝをৢ੒する、ᶅ経営支援ࣨとの連携に
より、経営支援の知見・ϊウϋウのڞ༗、支援
対応のਝ速化及び高度化などの強化をਤる、と
いったことを期待している。

　令和２年度から取り組み࢝めたこの県内関
係機関との連携ମ制は、中小企業者等のʮ今、
現ࡏʯだけではなくて、ʮক来・ະ来ʯをもڞ
༗することで、事業໘、それから経営໘におい
て、より深く、෯޿くαϙートしていくことが
できるのではないか、そしてコロナ禍の今だか
らこそ、ٻめられているのではないか。とはい
え、先ͣ目の前にある大きな課題である l コロ
ナ禍のࠀ෰ z がある。γンϙδウϜでもޠられ
たʮ厳しい状況に௚໘している事業者の事業ܧ
続支援、コロナからの出ޱઓུʯ、厳しい中小
企業者等のコロナ資金の返済が本格化し、各種
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のॿ੒金、څ෇金などの੓策効果がऑまってく
るとߟえられるときに備えて、しっかりと議論
して、෱島県൛の出ޱઓུを੔理しておかなけ
れ͹ならないとߟえている。そのためには、ʮ;
くしま経営支援連携協議会ʯが大きな役ׂを果
たす΂く機ೳすることがٻめられる。国や監ಜ
ிに言われてとか、信用保証協会からཔまれ׭
たからとかではなくて、支援機関が自発的に行
う、正に支援機関の、支援機関による、事業者
のための連携協議会だとߟえている。この連携
協議会の本格的な活動、深化はこれからにはな
るが、連携協議会のߏ੒機関の行職員がʮଞ
ਓ事ʯではなくʮ自෼事ʯとして本気で経営支
援に取り組む、そういう意ࣝをৢ੒していく取
り組みにしたい。また、これからの協議会の活
動の੒果の一つとなる、組৫の֞ࠜをӽえた知
見の結集や事ྫ・ϊウϋウのڞ༗、ωットワー
クのܗ੒などを行い、中小企業者等の方々に対

して、ै来にも増した経営支援αーϏスをఏڙ
することによって、このコロナ禍をࠀ෰し、さ
らには෱島県の経済回෮とߋなる発展につなげ
ていきたい、そういう૝いを以て取り組んでい
く所存である。中小企業者等の方々からدせら
れるさまざまな相ஊにਅ᎜に向き合い、同じ方
向を向き一ॹにาんでいきたい。地域の金融機
関、支援機関、そして中小企業者等の方々が一
ؙとなってこのコロナ禍を৐りӽえ、その先に
ある、ϙストコロナ、χϡーϊーϚルといわれ
る新しい時代において世界にތれる෱島を一ॹ
にஙき上げていくことにܨがれ͹本๬である。
　最後に、このような経営支援の取り組み、関
係機関との連携の機会をいただけたことについ
ては当協会に、そして、公表の৔をఏڙいただ
いた全国信用保証協会連合会の皆さまに感謝申
し上げたい。

ಛू　΢ΟζίϩφɺΞϑλʔίϩφʹ͚ͨ޲信用保証協会ͷଟ༷ͳऔΓ૊Έ


